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２
０
１
９
年
12
月
に
中
国
湖

北
省
武
漢
に
て
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

急
速
に
世
界
中
に
広
が
り
、
２

０
２
０
年
８
月
上
旬
の
段
階

で
、
全
世
界
で
感
染
者
約
１
，

９
０
０
万
人
、
死
亡
者
約
71
万

人
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
、
２
０
２
０
年
１

月
15
日
に
最
初
の
患
者
が
報
告

さ
れ
て
以
降
、
患
者
数
は
増
加

し
続
け
、
8
月
7
日
の
時
点
で

感
染
者
数
累
計
４
４
，
２
５
０

人
、
死
亡
者
1
，
０
３
５
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
冬
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
加
え
て
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
当
然
予

想
さ
れ
、
さ
ら
に
細
菌
に
よ
る

肺
炎
、
一
般
的
な
ウ
イ
ル
ス
性

上
気
道
炎
（
い
わ
ゆ
る
風
邪
）

が
混
在
す
る
た
め
、
一
体
ど
れ

に
か
か
っ
て
い
る
の
か
、
例
年

よ
り
判
断
が
難
し
く
な
る
状
況

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
今
、
私
達
が

で
き
る
対
策
は
何
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
一
つ
は
既
存
の
病
気
に

対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
、
つ
ま

り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
肺

炎
の
原
因
と
な
る
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
は
例
年
10
月
以
降
に
流

行
が
予
想
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
を

標
的
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
で
す
が
、

5
ヵ
月
程
度
し
か
効
果
が
持
続

し
な
い
た
め
、
ま
だ
接
種
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
は
い
つ
で
も
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（
注
意
：
一
度
、
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
後
は
、

５
年
以
上
間
隔
を
空
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
）

今
冬
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
同
時
流
行
を
最
大
限
に
警

戒
す
べ
き
で
あ
り
、
医
療
関
係

者
、
高
齢
者
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の

病
気
（
心
疾
患
、
肺
疾
患
、
肝
・

腎
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
）
を
も

っ
て
い
る
人
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
強
く
推

奨
さ
れ
ま
す
。

（
参
考
文
献
：
日
本
感
染
症

学
会
提
言
今
冬
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ ̶
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に
備
え
て
）
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

世
界
中
を
震
撼
し
て
い
ま
す
。

福
岡
医
療
団
は
日
常
の
医
療
活

動
に
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
に
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
感
染
症
に

対
す
る
知
識
を
学
び
、
職
員
自

ら
の
行
動
変
容
を
行
い
感
染
防

止
の
た
め
に
様
々
な
手
段
で
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
現

場
、
介
護
現
場
で
は
見
え
な
い

敵
と
の
闘
い
が
今
も
な
お
続
い

て
い
ま
す
。こ
の
間
、友
の
会
員
、

企
業
、
団
体
、
個
人
の
み
な
さ

ま
か
ら
様
々
な
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合

会
（
民
医
連
）
は
、
加
盟
す
る

医
科
法
人
の
緊
急
経
営
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
全
国
81
の
法

人
が
入
院
患
者
、
外
来
患
者
、

施
設
利
用
者
が
減
少
し
、
経
営

が
深
刻
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
福
岡
医
療
団
で
も
厳
し
い

状
況
は
続
い
て
お
り
、
自
治
体

に
対
し
、「
医
療
を
守
れ
」「
介

護
を
守
れ
」
と
、
医
療
機
関
に

対
す
る
財
政
支
援
の
充
実
を
要

請
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
や
地
域
の
住
民
も

大
変
で
す
。
慢
性
疾
患
の
病
気

を
抱
え
る
患
者
さ
ん
は
、
受
診

を
控
え
る
な
ど
も
あ
り
症
状
が

悪
化
す
る
こ
と
も
心
配
で
す
。

お
気
軽
に
主
治
医
に
相
談
し
、

健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。
私

た
ち
が
取
り
組
ん
だ
「
な
ん
で

も
電
話
相
談
会
」（
6
月
6
日
）

で
は
、
地
域
住
民
の
深
刻
な
声

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
岡
医

療
団
で
は
全
て
の
事
業
所
が「
い

の
ち
の
相
談
所
」
と
し
て
様
々

な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
友

の
会
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
、
人
権
を
守
り
抜
く
活
動
を

す
す
め
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆

さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ふくおか健康友の会の前ふくおか健康友の会の前
会長の大鶴節子さんより５会長の大鶴節子さんより５
月上旬に頂いた温もりのあ月上旬に頂いた温もりのあ
る手作りマスク50個に追加る手作りマスク50個に追加
して、今回 70 個の手作りして、今回 70 個の手作り
マスクを頂きました。本当にマスクを頂きました。本当に
ありがとうございました。ありがとうございました。

毎日のコツコツが大切
徳田ヨシ子（中央支部・福浜班）

中央支部で雑誌「いつでも
元気」のレッツ体操の記事
を配布されたことをきっかけ
に、8月から「いつでも元気」
の購読を始めました。「暑さ
とコロナでほとんど自宅で自
粛していますが、友の会が作成した体操メニ
ューを毎日やったり、テレビの体操番組など
でコツコツ体を動かしています」

負担にならないくらいが丁度良い
魚島勝子（博多支部・よつば班）

「体を動かすと気持ちがよ
いので、毎日友の会の作成し
た体操メニューを真似事です
がやっています。気楽な気持
ちで、負担にならない15 分
くらいを目安に運動していま
す。」

自粛中の健康づくり活動

手作りマスクを寄贈する
大鶴さんと山本院長・成松師長

健康友の会前会長より

手作りマスクの
ご寄付を頂きました

カラ
フルな

手作りマスク

カラ
フルな

手作りマスク

新型コロナ禍新型コロナ禍をを

「
い
の
ち
の
相
談
所
」

 

と
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
す

と
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
す

寄附金にご協力をお願いします
寄附金は最寄りの病院、診療所、又は友の会事
務局へ直接お渡し頂くか、お振込みをお願いい
たします。

お振込み先：銀行振込

　口座番号（普）　１１０８３７６
　口座名義　公益社団法人福岡医療団
　　　　　　代表理事　舟越光彦

　口座番号（普）　３０１１５７０
　口座名義　公益社団法人福岡医療団
　　　　　　代表理事　舟越光彦

郵便局振替口座

　口座番号　０１７４０-1-１４２４６８
　口座名義　公益社団法人福岡医療団

※「寄附金控除（税額控除）」が受けられます。

私たちの事業を支えてください私たちの事業を支えてください

寄附金ありがとうございました　 5,014,832円 （2020年度分実績）
　　　　　

みんなの力で
乗り越えよう

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ・肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

 

感
染
管
理
認
定
看
護
師

感
染
管
理
認
定
看
護
師    

灘
吉
幸
子

灘
吉
幸
子

福岡中央銀行　馬出支店

西日本シティ銀行　千代町支店
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学
び
場
班
は
２
０
１
６
年

６
月
の
誕
生
か
ら
４
年
目
を

迎
え
ま
す
。毎
週
金
曜
日
の

18
時
〜
20
時
に
、松
島
会
館

（
福
岡
市
東
区
）を
お
借
り
し

て
、子
ど
も
た
ち
が
宿
題
を

持
ち
寄
り
、自
学
や
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師
の
先
生
に
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
過
ご

し
て
い
ま
す
。ま
た
、ペ

ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ナ
ー

を
講
師
に
保
護
者
の
学

習
会
や
交
流
も
行
っ
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
福

岡
市
内
小
中
学
校
の
休

校
要
請
を
受
け
、班
会

も
４
月
５
月
は
お
休
み

し
ま
し
た
。６
月
か
ら

再
開
し
、こ
れ
ま
で
は
子
ど

も
た
ち
に
夕
食
を
提
供
し
て

い
ま
し
た
が
現
在
は
控
え
る

な
ど
、感
染
予
防
の
体
制
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

参
加
者
は
休
止
前
に
比
べ

て
増
加
し
て
い
ま
す
。休
校

要
請
の
影
響
で
宿
題
が
増
え

た
こ
と
、学
校
で
は
感
染
に

気
を
使
い
気
軽
に
会
話
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、単
に
勉
強

の
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場
と
し

て
学
び
場
班
に
来
て
い
る
よ

う
で
す
。

学
び
場
班
に
参
加
し
て
く

れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
生

活
、健
康
な
ど
す
べ
て
を
フ

ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、学
校

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
少

し
で
も
力
に
な
れ
ば
と
思

い
班
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
（
東
区
西
支
部　

事
務
局
長

学
び
場
班
班
長
綿
貫
康
代
）

【ふくおか健康友の会】 （2020年７月末現在）

組 織 現 勢 　　４５，637世帯 70，871人　　　　

寄 附 金 157件　5,014,832円（2020年度分実績）
協 同 基 金 応 募 20,628,000円（2020年度分実績）

＊たくさんのご応募ありがとうございます。今後も健康増進活動を拡げて参ります。

漫画家

い
つ
も
元
気
に

　
　
　

班
活
動

子
ど
も
た
ち
の
安
心
の

一
助
に
な
り
た
い

東
区
西
支
部　

学
び
場
班

66
月月
77
月
に
か
け
て
友

月
に
か
け
て
友

の
会
の
会
1414
支
部
で
２
０
１
９

支
部
で
２
０
１
９

年
度
の
活
動
総
括
と
決
算
、

年
度
の
活
動
総
括
と
決
算
、

２
０
２
０
年
度
の
活
動
方
針

２
０
２
０
年
度
の
活
動
方
針

と
予
算
が
確
認
さ
れ
ま
し

と
予
算
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
予
防
の
観

ル
ス
感
染
症
拡
大
予
防
の
観

点
か
ら
例
年
の
よ
う
に
大
勢

点
か
ら
例
年
の
よ
う
に
大
勢

が
集
ま
っ
て
の
支
部
総
会
は

が
集
ま
っ
て
の
支
部
総
会
は

開
催
さ
れ
ず
、
密
を
避
け
た

開
催
さ
れ
ず
、
密
を
避
け
た

少
人
数
で
の
開
催
や
議
案
書

少
人
数
で
の
開
催
や
議
案
書

を
郵
送
し
た
り
、
支
部
長
委

を
郵
送
し
た
り
、
支
部
長
委

任
に
し
た
り
と
様
々
な
手
段

任
に
し
た
り
と
様
々
な
手
段

を
講
じ
て
の
開
催
と
な
り
ま

を
講
じ
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

し
た
。

今
年
今
年
11
年
、
終
息
の
目
途

年
、
終
息
の
目
途

が
た
た
な
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
た
た
な
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
向
き
合
い
、
い
か

感
染
症
に
向
き
合
い
、
い
か

に
し
て
友
の
会
活
動
を
進
め

に
し
て
友
の
会
活
動
を
進
め

て
い
く
の
か
課
題
は
山
積
し
て

て
い
く
の
か
課
題
は
山
積
し
て

い
ま
す
が
、
友
の
会
会
員
が

い
ま
す
が
、
友
の
会
会
員
が

元
気
に
、
い
き
い
き
と
生
活

元
気
に
、
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
基
盤
と
な
れ
る
よ
う

で
き
る
基
盤
と
な
れ
る
よ
う

に
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
全
支
部
で
確
認
さ
れ
ま
し

を
全
支
部
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
た
。８

月
６
日
広
島
、
９
日
長

８
月
６
日
広
島
、
９
日
長

崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ

崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ

て
か
ら
被
爆

て
か
ら
被
爆
7575
年
を
迎
え
ま

年
を
迎
え
ま

し
た
。

し
た
。

１
９
５
５
年
原
水
爆
禁
止

１
９
５
５
年
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
第
１
回
総
会
か
ら
、

世
界
大
会
第
１
回
総
会
か
ら
、

「
核
廃
絶
」
を
願
い
、
行
動

「
核
廃
絶
」
を
願
い
、
行
動

す
る
人
々
が
世
界
中
か
ら
広

す
る
人
々
が
世
界
中
か
ら
広

島
・
長
崎
に
集
ま
り
大
会
を

島
・
長
崎
に
集
ま
り
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
今
年

は
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で

は
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
初
め
て

初
め
て

の
オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
と
な
り
ま

の
オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核

し
た
。
今
年
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核

兵
器
不
拡
散
条
約
）
発
行

兵
器
不
拡
散
条
約
）
発
行
5050

周
年
、
核
兵
器
の
使
用
を
全

周
年
、
核
兵
器
の
使
用
を
全

面
禁
止
す
る
核
兵
器
禁
止
条
約

面
禁
止
す
る
核
兵
器
禁
止
条
約

（
２
０
１
７
年
７
月
７
日
国
連

（
２
０
１
７
年
７
月
７
日
国
連

加
盟
１
２
２
カ
国
の
賛
成
多
数

加
盟
１
２
２
カ
国
の
賛
成
多
数

で
採
択
）
も
批
准

で
採
択
）
も
批
准
5050
カ
国
ま

カ
国
ま

で
残
り
６
カ
国
（
８
月
９
日
現

で
残
り
６
カ
国
（
８
月
９
日
現

在
）
と
な
って
お
り
、
世
界
は

在
）
と
な
って
お
り
、
世
界
は

核
兵
器
保
有
国
と
そ
れ
を
取

核
兵
器
保
有
国
と
そ
れ
を
取

り
囲
む
核
廃
絶
を
願
う
国
々

り
囲
む
核
廃
絶
を
願
う
国
々

と
の
攻
防
と
なって
い
ま
す
。

と
の
攻
防
と
なって
い
ま
す
。

今
年
は
自
粛
、
行
動
制
限

今
年
は
自
粛
、
行
動
制
限

が
あ
る
中
で
も
福
岡
医
療
団
・

が
あ
る
中
で
も
福
岡
医
療
団
・

ふ
く
お
か
健
康
友
の
会
も
大

ふ
く
お
か
健
康
友
の
会
も
大

会
成
功
の
た
め
に
、
平
和
行

会
成
功
の
た
め
に
、
平
和
行

進
の
出
迎
え
集
会
、ス
タ
ン
デ
ィ

進
の
出
迎
え
集
会
、ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
行
動
、
行
進
ペ
ナ
ン
ト

ン
グ
行
動
、
行
進
ペ
ナ
ン
ト
8585

本
を
被
爆
地
に
送
り
ま
し
た
。

本
を
被
爆
地
に
送
り
ま
し
た
。

ま
た
、
原
水
爆
禁
止
世
界

ま
た
、
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
へ
積

大
会
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
へ
積

極
的
に
参
加
し
、
世
界
の

極
的
に
参
加
し
、
世
界
の

核
兵
器
廃
絶
の
運
動
と
連

核
兵
器
廃
絶
の
運
動
と
連

動
し
た
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

動
し
た
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
平
和
を
守
る
活
動
を

今
後
も
平
和
を
守
る
活
動
を

す
す
め
て
い
き
ま
す
。

す
す
め
て
い
き
ま
す
。

第二次世界大戦の終戦から75年が経ちました。
そして現在、新型コロナウイルスの世界的流行の渦中で安倍政権は

「戦争する国づくり」をすすめ、憲法 9条の改悪をねらっています。
地域と福岡医療団をつなぐ新聞「いきいき健康」は悲惨な戦争を二

度と許さないため、未来の世代に語り継いでいくために、戦中の体験
を紙面で特集します。
体験談を掲載する際は編集部が改めてお話をお伺いいたします。応

募は氏名、住所、電話番号を明記の上下記までご郵送、ご連絡ください。

戦争体験戦争体験を
 お寄せください お寄せください

郵　便　〒812―8633　福岡市博多区千代５丁目 18-1
　　　　ふくおか健康友の会投稿係
電　話　０９２－６５１－１５２２　F A X   ０９２－６５１－９８７４
メール   fk-tomo@fid.jp

２
０
２
０
年
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
成
功
を
も
と
に
、

「
核
兵
器
の
な
い

「
核
兵
器
の
な
い

   
   

公
正
公
正
でで
平
和
平
和
なな
社
会
」

社
会
」
のの
実
現
を

実
現
を

２
０
２
０
年
度

２
０
２
０
年
度

支
部
活
動
が
ス
タ
ー
ト

６
月
の
学
び
場
班
に
は

福
岡
医
療
団
職
員
の
齋
藤

さ
ん
と
高
島
さ
ん
が
講

師
と
し
て
参
加
し
て
い
ま

す
。高
島
さ
ん
は
初
参
加
、

齋
藤
さ
ん
は
２
０
１
９
年

か
ら
毎
回
参
加
し
て
い
る

常
連
講
師
で
す
。齋
藤
さ

ん
に
参
加
に
か
け
る
思
い

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
に
栄
養

を
摂
っ
て
ほ
し
い
と
毎
回

納
豆
を
お
土
産
に
持
参
し

て
講
師
を
し
て
い
ま
す
。

講
師
を
す
る
こ
と
は
教
え

る
こ
と
が
好
き
な
自
分
の

性
に
合
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。時
に
は
脱
線
し
て
勉

強
だ
け
で
は
な
く
色
々
な

こ
と
を
話
し
た
り
し
ま
す

が
、子
ど
も
た
ち
が
喜
ん

で
く
れ
る
の
が
う
れ
し

い
し
、逆
に
こ
ち
ら
が
教

わ
る
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま

す
」

初参加の高島さん（左）と齋藤さん初参加の高島さん（左）と齋藤さん

医
療
団
職
員
が
講
師
と
し
て

学
び
場
班
に
参
加
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～ 一日も早く面会出来る日を ～
９６才の義母の入居している施
設へ行って来ました。
バルコニーから手を振っ
て帰って来ました。一日
も早く面会出来る日を
待っています。 
 （城南支部・井上トミカ）

の
ら
か
者
読

お
便
り

（敬称略）

～ いつも楽しく新聞を読んでいます ～
　健康のことや料理の
メニューなど、クロスワー
ドもいつも楽しみです。
これからも楽しい新聞を
お願いします。 運動不
足なのでたくさん体操（家でできる）を教えて下さい。
  （田川支部わかば・もえママ）

～ コロナ太りを 解消したい ～

ヘルスチャレンジ
に記入して、この
コロナ太りを解消し
たいものです。
 （西支部・峰知子）

～ 感謝の気持ちで一杯です ～
　コロナ禍で施設で暮らす 95 才の母との面会
もままならず、案ずる日々でしたが、オンライン
面会ができるようになりました。このような多
忙な状況の中で、家族のことも考えて企画して
いただき、介護職員の方々には感謝の気持ちで
一杯です。
 （たたら香椎支部・ヨッシー）

～ 今年の夏もピーマンで ～
　ピーマンのにおいを嗅ぐと、夏が来
た！ と感じます。ピーマンが大好きな
ので、紹介されていた“ピーマンナムル”
をビールのお供にぜひ作ってみようと思
います。栄養豊富なことも入れて、今年
の夏もたくさん食べたいです。
 （かすや支部・八村希望）

～ ウォーキングを始めました ～
　いつ迄続くかわからないコロ
ナとの戦いのために、３月から
ウォーキングを始めました。朝
40 分位、夕方 40 分位、一日大
体 7,000 ～ 8,000 歩位です。今
のところ続いています。
 （たたら香椎支部・松尾茂子）

園
田
さ
ん
は
二
日
市
で
子

ど
も
時
代
を
過
ご
し
ま
し

た
。小
学
生
時
代
は
健
康
優

良
児
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
ほ

ど
健
康
で
、得
意
の
薙
刀
は

発
表
会
を
他
校
生
が
見
に
来

る
ほ
ど
で
し
た
。

戦
争
が
起
こ
る
と
学
徒
動

員
で
農
作
業
や
部
品
磨
き
の

手
伝
い
を
す
る
日
々
で
、戦

時
中
に
空
襲
で
自
宅
に
機
銃

掃
射
を
受
け
た
恐
怖
や
、「
二

日
市
か
ら
目
撃
し
た
福
岡
大

空
襲
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。」「
爆
弾
を
落
と
さ
れ
て

燃
え
る
福
岡
の
真
っ
赤
な
空

が
二
日
市
か
ら
で
も
見
え
ま

し
た
」と
話
し
ま
す
。

休
日
は
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
場
に

24
歳
で
結
婚
し
名
島
に
移

住
。い
ま
も
同
じ
土
地
で
生

活
を
し
て
い
ま
す
。ご
主
人

を
93
歳
で
亡
く
し
ま
し
た
が

現
在
は
息
子
さ
ん
夫
婦
と
暮

ら
し
て
い
ま
す
。離
れ
て
暮

ら
す
家
族
と
も
頻
繁
に
連
絡

を
取
り
合
い
、休
日
は
園
田

さ
ん
の
ご
自
宅
に
家
族
が
集

ま
り
、ひ
孫
た
ち
や
子
ど
も

達
の
遊
び
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。自

宅
の
庭
で
果
実
を
栽
培

し
て
い
る
園
田
さ
ん
。庭
で

で
き
た
果
実
な
ど
は
周
囲
に

お
裾
分
け
し
て
い
ま
す
。「
喜

ん
で
く
れ
る
の
が
う
れ
し

い
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

脳
梗
塞
発
症
も

運
動
で
克
服

園
田
さ
ん
は
10
数
年
前
に

脳
梗
塞
を
発
症
し
千
鳥
橋
病

院
に
入
院
し
ま
し
た
。身
の

回
り
の
こ
と
を
自
分
で
す

る
こ
と
を
心
掛
け
、入
浴
時

に
お
風
呂
の
中
で
腹
筋
を

１
０
０
回
し
た
り
、買
い
物

は
2
駅
離
れ
た
ス
ー
パ
ー
ま

で
徒
歩
で
行
っ
た
り
と
体
を

動
か
す
こ
と
で
後
遺
症
を
克

服
し
て
い
ま
す
。腹
八
分
を

心
が
け
、体
重
、血
圧
の
測
定

を
毎
日
す
る
こ
と
も
健
康
づ

く
り
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

目
標
は
次
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

人
と
の
関
わ
り
が
大
好
き

な
園
田
さ
ん
。友
の
会
で
も

会
員
さ
ん
と
の
会
話
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
が
、班
会
が
３

月
以
降
コ
ロ
ナ
禍
で
お
休
み

の
た
め
会
員
さ
ん
と
会
え
ず

に
寂
し
く
感
じ
る
と
き
も
。

で
も
そ
ん
な
気
分
は
翌
日
に

持
ち
込
ま
な
い
。次
の
日
は

次
の
日
と
考
え
て
ス
ト
レ
ス

を
溜
め
な
い
こ
と
が
長
生
き

の
秘
訣
で
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
開
催
ま

で
元
気
で
い
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ

禍
で
来
年
に
延
期
。ア
ス
リ
ー

ト
の
よ
う
に
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
元
気
に
め
ざ
し
ま
す
。

新型コロナウィルス感染症の流行に伴い、歯科医院の受新型コロナウィルス感染症の流行に伴い、歯科医院の受
診を自粛される方が多くいらっしゃいます。診を自粛される方が多くいらっしゃいます。
しかし、虫歯や歯周病、入れ歯の不適合など、お口しかし、虫歯や歯周病、入れ歯の不適合など、お口
の中に関する問題は放置していてもよくなるものではあの中に関する問題は放置していてもよくなるものではあ
りません。りません。
たとえば、虫歯は痛みが出たり、歯が大きく欠けてしまうたとえば、虫歯は痛みが出たり、歯が大きく欠けてしまう

ことがありますし、歯周病は歯ぐきがはれたり、歯がぐらぐらすることがありまことがありますし、歯周病は歯ぐきがはれたり、歯がぐらぐらすることがありま
す。また、合っていない入れ歯を使うことで歯茎に傷ができてしまうこともあす。また、合っていない入れ歯を使うことで歯茎に傷ができてしまうこともあ
ります。ります。
お口の中がこのような状況になってしまうと、食事をとることが難しくなっお口の中がこのような状況になってしまうと、食事をとることが難しくなっ
てしまい、必要な栄養をからだが取り込むことができなくなってしまう為、てしまい、必要な栄養をからだが取り込むことができなくなってしまう為、
全身の健康状態にも影響を及ぼしてしまいます。全身の健康状態にも影響を及ぼしてしまいます。
また、高齢の方は飲み込む機能の低下により、お口の中の汚れを飲みまた、高齢の方は飲み込む機能の低下により、お口の中の汚れを飲み
込んでしまうと誤嚥性肺炎を引き起こす危険性もあります。込んでしまうと誤嚥性肺炎を引き起こす危険性もあります。
当歯科医院ではマスクの着用、患者さんごとの器具の滅菌、診療台の清掃、当歯科医院ではマスクの着用、患者さんごとの器具の滅菌、診療台の清掃、

グローブの交換、治療時の口腔外バキュームの使用等の感染管理をしっかりグローブの交換、治療時の口腔外バキュームの使用等の感染管理をしっかり
と行っており、安心して治療を受けて頂けるような環境づくりに努めておりまと行っており、安心して治療を受けて頂けるような環境づくりに努めておりま
す。す。
心配なことがある場合はまず問い合わせて頂き、お口の中を健康にす心配なことがある場合はまず問い合わせて頂き、お口の中を健康にす
ることで全身の健康を維持していきましょう。ることで全身の健康を維持していきましょう。
 （千代診療所歯科　歯科医師　藤田　歩） （千代診療所歯科　歯科医師　藤田　歩）

口内トラブルは自分で判断せず、口内トラブルは自分で判断せず、

 かかりつけの歯科医に相談を かかりつけの歯科医に相談を

60

ストレスはその日のうちに
解消しています

園田 政子さん（92才）
（東・東支部）

当院では10月18日（日）に
乳がん検査を受診できます
□ 事前予約が必要です。 予約枠は 25 名です
□ 受付時間：９：００ ～ １２：００
　 当日は全て女性スタッフが対応します。
　 マンモグラフィー検査と子宮がん検診も同時に実施します。
□ 料　　金：　マンモグラフィー１方向 ３,３００円
　 　　　　　  マンモグラフィー２方向 ３,８５０円
　　　　　　　子宮がん検診 ３,３００円
　　　　　　   ※ 福岡市がん検診　無料クーポンも使用可能です。
□ 予約およびお問合せ：092－６４１－２７６１

茶
道
や
活
花
も

茶
道
や
活
花
も

 

た
し
な
ん
で
い
ま
す

た
し
な
ん
で
い
ま
す
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ヨコのカギ

　５月号の正解は オンライン でした。応募総数45通の内、正解は44　
　通でした。ご応募ありがとうございました。
　図書カード当選者は次の通りです（敬称略）
　木村理恵（嘉飯コスモス支部）延命史訓 (西支部）大森章子（東・東支部）
　石川美晴（たたら香椎支部）平田信夫（わかすぎ支部）
　おめでとうございます。

【問題】　  二重ワクの文字を、Ａ～Ｆの順に並べてできる言
葉は、なに？応募について

　官製ハガキの裏に、パズルの答え・住所・氏名（ペ
ンネーム希望の方は氏名の横にお書き下さい）・電話
番号・しんぶんへのご意見またはご感想をお書きくだ
さい。抽選の上５名様に“図書カード”を進呈いた
しますので奮ってご応募ください。なお締め切りは、
10月 15日（消印有効）です。
　その他、投稿記事も受け付けています。写真や
絵手紙、書道、俳句などジャンルは問いません。な
お、紙面に掲載させて頂くこともありますのでご了
承下さい。
　何れも下記事務局宛へお送りください。
●郵便　↓これだけで届きます。

●電話　092‐651‐1522 ●ＦＡＸ　092-651-9874
●メール　fk-tomo@fid.jp
＊氏名の記載漏れがあります。ご注意ください。

とっておきの 1枚をお寄せ下さい みなさんが日頃撮ったとっておきの写真を誌面にご紹介します。
・テーマは自由です。写真の一言コメントを添えて下さい。
・ 写真1枚（モノクロ対応可で肖像権などの問題が発生しないものに限ります）必ずデータでお送り下さい。
なお、データはお返ししませんのでご了承下さい。
●データ送付先　fk - tomo@f id . jp

＊住所変更された方、変更予定の方は、必ず友の会事務局にご一報ください。ハガキの料金不足にご注意ください。

 〒 812―8633

ふくおか健康友の会クロスワード係（または投稿係）

タテのカギ

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
ひ
ろ

が
り
で
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
生
活
が
続
き
本
当

に
大
変
で
す
。
そ
の
う
え
ひ
ど

い
暑
さ
で
す
。
で
も
家
に
閉
じ

こ
も
る
だ
け
で
は
気
持
が
落
ち

着
き
ま
せ
ん
。
思
い
切
っ
て
筥

崎
宮
に
で
か
け
て
み
ま
し
た
。

そ
こ
で
目
立
つ
の
は
、
楼
門

高
く
掲
げ
ら
れ
た
『
敵
国
降

伏
』
の
扁
額
で
す
。
こ
の
扁
額

は
、「
元
」
の
軍
船
が
博
多
湾

に
押
し
寄
せ
た
「
文
永
の
役
」

（
１
２
７
４
年
）
の
後
、
亀
山

上
皇
が
納
め
た
祈
願
親
筆
を
摸

写
・
拡
大
し
て
掲
げ
た
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

八
幡
宮
は
「
戦
の
神
」
と
し

て
朝
廷
だ
け
で
な
く
武
家
の
信

仰
も
厚
く
、
神
殿
や
楼
門
、
鳥

居
な
ど
武
将
の
寄
進
に
よ
る
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
太

平
洋
戦
争
当
時
の
「
学
徒
出

陣
」
で
は
、
九
州
大
学
の
学
生

た
ち
も
校
門
か
ら
筥
崎
宮
ま
で

を
行
進
、
参
拝
し
「
武
運
」
を

祈
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
第
１
陣

は
昭
和
18
年
10
月
19
日
、
そ
の

中
に
経
済
学
部
２
年
だ
っ
た
奥

田
八
二
氏
・
元
福
岡
県
知
事
も

い
ま
し
た
。

戦
争
の
敗
北
に
よ
っ
て
、
昭

和
21
年
年
６
月
、
こ
の
扁
額
は

降
ろ
さ
れ
「
八
幡
宮
」
の
額
に

取
り
換
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
６

年
後
、
講
和
条
約
・
日
米
安
保

条
約
締
結
の
後
、
再
び
掲
げ
ら

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

筥
崎
宮
は
香
椎
宮
と
と
も

に
、
古
く
か
ら
天
皇
家
と
の
結

び
付
き
の
深
い
神
社
で
す
。
も

と
も
と
は
海
外
か
ら
伝
来
し
た

八
幡
神
が
宇
佐
に
定
着
し
（
宇

佐
八
幡
）、
筥
崎
に
進
出
し
た

も
の
で
す
。
そ
し
て
応
神
天
皇

や
そ
の
母
に
当
た
る
神
功
皇
后

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
外
来
の

八
幡
神
が
ど
の
よ
う
な
経
過
で

古
代
王
朝
と
密
着
し
、
ま
た
神

仏
習
合
の
八
幡
大
菩
薩
と
し
て

武
家
の
信
仰
を
集
め
て
ゆ
く
の

か
、
そ
の
歴
史
を
た
ど
る
の
も

楽
し
い
も
の
で
す
。

（
東
・
東
支
部
深
野　

一
郎
）

ぼ
ち
ぼ
ち
歩
く
歴
史
探
訪
その５

（
東

東
支
部
深
野

一
郎
）

八
幡
宮
の
扁
額
『
敵
国
降
伏
』
の
こ
と

夏の定番であるざる蕎麦ですが、涼しくなってきた秋にも
お勧めの温かいつけ蕎麦のレシピをご紹介します！ 
今回、具として使った舞茸、椎茸などのきのこには食物線
維が豊富に含まれており、腸内環境を整える働きがあります。
腸内環境を整えることで免疫力が高まると言われており、特
にきのこに含まれるβグルカンという食物繊維は免疫細胞を
活性化させたり、免疫細胞に関わる蛋白質の精製を促してく
れたりする働きがあります。また、きのこの旨味や香りを活
かして、つけ汁の塩分も抑えることができます。蕎麦を食べ
るとき、つい蕎麦単品となってしまうことも多いですが、鶏肉
や野菜、きのこ等、具沢山にすることで栄養を補い、元気に
過ごしていきましょう☆ 

ポイントポイント

～免疫力チャージメニュー～～免疫力チャージメニュー～ 千鳥橋病院　管理栄養士 松元　由依

◇ 鶏肉ときのこの温かいつけ蕎麦 （２人分）
一人分エネルギー408 kcal　塩分1.9 g

そば（乾麺） ……………… 140g
鶏もも肉…………………… 120g
舞茸……………………………40g
椎茸……………………………20g
長ねぎ…………………………20g

ごま油………………………… 4g
かつお昆布だし… 200ml（1カップ）
濃口しょうゆ…… 24g（大さじ1と1/3）
みりん……………… 12g（大さじ2/3）

材　料

①　鍋に湯を沸かし、そばを時間通りに茹でる。
②　茹で上がったらザルにあげて冷水で洗い、
水を切っておく。

  ～ つけ汁の作り方 ～
①　食材の下準備をする。
　　鶏肉：一口大　長ねぎ：3cm程のぶつ切り　
　　舞茸：ほぐす　椎茸：薄切り
②　鍋を中火で熱し、ごま油をしいて、
 鶏肉と長ねぎを焼く。

   あとで煮るため、焼き色が付く程度でOK。
③　舞茸と椎茸も加えて軽く炒める。
④　③にかつお昆布だしを入れる。
  沸騰してアクがでたら取り除く。

⑤   濃口しょうゆ、みりんを入れて3分程
  煮立たせる。

⑥　お椀に盛り付けて完成。

作り方

青
空
の
中
州
を
占
め
て
つ
つ
じ
咲
く

直
鞍
菜
の
花
支
部　

草
野　

方
子

負
の
連
鎖
赤
痢
蔓
延
引
揚
船

直
鞍
菜
の
花
支
部　

永
田　

良
子

雉
子
の
声
身
近
に
若
き
日
を
想
う

直
鞍
菜
の
花
支
部　

小
谷　

博
志

コ
ロ
ナ
禍
や
二
十
五
条
が
立
ち
あ
が
る

直
鞍
菜
の
花
支
部　

西
藤　

典
子

コ
ロ
ナ
禍
や
時
差
出
校
も
あ
る
校
舎

直
鞍
菜
の
花
支
部　

石
橋　

照
子

一
粒
の
種
か
ら
育
つ
紫
の

健
気
に
開
く
初
夏
の
一
輪

嘉
飯
コ
ス
モ
ス
支
部　

荻
野　

寿
子

老
い
の
日
々
足
の
痛
み
を
抑
え
ん
と

ロ
キ
ソ
プ
ロ
な
る
湿
布
貼
り
お
り

博
多
支
部　

森
山　

久
江

天
然
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
い
ち
ょ
う
の
樹

窓
の
向
こ
う
で
枝
葉
を
伸
ば
し

博
多
支
部　

龍　

久
美
子

読
経
の
声
も
く
ぐ
も
る
マ
ス
ク
超
し

離
れ
て
坐
る
初
盆
の
席

東
・
東
支
部　

深
野　

一
郎

目
に
見
え
ぬ
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
で
積
年
の

「
積つ

ん
読ど

く
ほ
ん本

」
が
目
に
見
え
て
減
る

東
区
西
支
部　

新
東　

こ
う

俳

句

短

歌


